








はじめに 

 昭和 40 年代以降、人口の都市集中と核家族化が進む中で、都市家庭における育児機能の

低下が指摘されてきた。つまり、家庭における育児に祖父母や近隣からの協力が得にくい

上、夫の育児への参加が消極的であるため、母親ひとりで育児に向かわざるを得ないこと、

また、その母親自身も兄弟姉妹が少ない世代であり、身近に子どもに接したり、育児経験

を見聞する機会がほとんどなかったため、一見些細な問題に対しても対処できず不安にな

ってしまうといったようなことなどである。最近では育児書やテレビなどマスメディアか

らの育児情報が増え、上手に選択する能力がないと、ますます不安や混乱を深めかねない

状況にある。しかし現代の母親をみていると、このような背景のなかで育児不安に悩む母

親がいる反面、上手に情報を選択し資源を活用して育児を楽しんでいる行動的な母親も増

えていると思われる。 

 一方、地域で母子保健を担当する保健所や市町村においては、乳幼児の成長発達、疾病

予防に関する保健事業がかなりの業務量を当てて実施され、効果を上げてきているが、育

児不安に関しては母子保健シスデムの中で、必ずしも効果的な対応策が取られているとは

いえない状況である。 

 そこで、我々は東京都の保健婦活動の中で、急速に増加している電話相談と、特別区等

で種々の形で試みられている育児に関するグループ組織育成の実態を調査し、その中から

都市における育児問題を浮きぼりにして、効果的な援助方法を検討することとした。 

 今回は本調査に先立ち、現状分析を行ったので以下に報告する。 


